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論文構成

1. はじめに
2. スペース・シンタックス解析
3. accessibility／visibilityと歩行者行動
（既往研究のレビュー）

4. 展示室空間のaccessibility／visibility
（実証実験）

5. 結論



はじめに

• 背景
–美術館の印象に影響を与える要因

• 展示品の内容とデザイン
• 空間内の移動

– 展示品間の移動パターン
– 展示品の連続性や配置

• 目的
–展示品の視覚的認知と行動パターンを分析する
ことで、これらの影響を考慮した美術館設計や展
示品配置を可能にすること。



スペース・シンタックス

• 概要
– integrated

• 他の地点から少ない進路変更回数で到達できる地点

– segregated
• 他の地点から多い進路変更回数で到達できる地点

– spatial unit/line
• 空間の構成単位（メッシュ、線）

– connectivity
• 各構成単位に直接到達できる構成単位数

– integration
• 各構成単位に到達するのに要する進路変更回数と構成
単位数を乗じた逆数



スペース・シンタックス

• 概要
– visibility polygon/isovist

• 特定の1点から視認可能な領域

– visibility
• 視線の高さのisovist

– accessibility
• 床の高さのisovist

– global measure
• 許容する進路変更回数が多い（n：integration）

– local measure
• 許容する進路変更回数が少ない（1：connectivity）



実証実験

• 場所
移動経路が特定されず、視野を遮る境界が少ないオープン
な展示室空間

– Great Lakes Science Center （クリーブランド）
– Carnegie Science Center （ピッツバーグ）
– The Tech museum（サンロゼ）

• 展示テーマ
– ロボット工学

• 演技、センサー、思考、応用範囲、使用デモ、子供用など

– ZAP手術
• ガンマ線、 レーザービーム、凍結外科 、内視鏡検査、超音波 など



同テーマの展示品を近接して配置 テーマと無関係に展示品を配置



実証実験

• 調査方法
– 美術館の来訪客100人を無作為に抽出し、行動軌跡を地図
中に記録

• 行動に関する評価指標の説明
– contact

• 展示品の存在が認知可能な範囲まで接近する。

– engagement
• 展示品の前方で静止する、あるいは接触、学習する。

– 1st contact/ 1st engagement
• 1度以上発生した回数を１とカウントする。

– repeat contact/ repeat engagement
• 1度以上発生した回数を回数分だけカウントする。



一人当たりの滞在時間は16〜23分

各展示品がcontactされる割合は46〜59%

各展示品がengageされる割合は13〜24%



実証実験

• 空間に関する評価指標の説明
– Area（≒connectivity ）

• 視点iから直接、視認可能な範囲（進路変更回数0）

– Mean Depth(≒integration)

MD(i)  ：視点iからのMean Depth
D(i-j) ：視点iからjを視認可能になるまでに要する進路変更回数

k    ：システム内の視点数

– full cross-visibility
• 他の展示品から、特定の展示品の内容や性質が認知できるもの

– partial cross-visibility
• 他の展示品から、特定の展示品の内容や性質は認知できないが、
その存在は認知できるもの

( ) ∑
≠
=

−=
k

ij
j

i jidMD
1

)(



ドローネー三角分割法
図形の凸包を分割する手法の
中でも分割後の三角形要素の
最小角が最も大きくなる手法



全展示品に対するpartial cross-visibility可能な展示品の割合は29〜60%

全エリアに対する”Area”の平均の割合は7〜13%

Mean Depthの平均は、1.9〜2.4



空間特性と行動パターンの相関

• contactは、Areaと相関がある。
– 直接到達できる広いエリアに存在する展示品は来訪者のcontactが
多い

– Mean DepthはAreaと比較すると相関が小さいが、Depthがとても深
い位置に存在する展示品はcontactが少ない傾向にある

• engagementは、AreaにもMean Depthにも相関がない。
• cross visibilityは、contactに影響を与えない。
• cross visibilityは、engagementに強い影響を与える。
• 行動軌跡は、Mean Depthの大小と相関がない。



実証実験

• シーケンスに関する評価指標の説明
– strings

• 行動軌跡における各テーマの繋がり
例）{C,C,C,U,L,L,L,S,K,G,G,C,C,C,E}

• 空間に関する評価指標の説明
同テーマの展示品における近接／分散配置の識別
– GE：Exhibit-Sensitive Group

• 同テーマの各展示品における内部リンク長と外部リンク長の
比の平均

– GL：Label-Sensitive Group
• 同テーマの全展示品における内部リンク長の合計と外部リンク長の合
計の比



GEまたはGLが高い
�内部リンク長が短い
�同テーマの展示品が近接して配置

(    )内は行動軌跡のテーマ依存度
�テーマ依存度が高い
�同テーマの展示品を連続して通る



展示テーマと行動軌跡の分析

• テーマが分類され相互に近接して配置された
場合、テーマに依存した行動軌跡が生じる。

• この傾向は、contactよりengagementにおい
て顕著である。



得られた知見

1. 最も視認性の良い展示品は多くの人が訪れる。
2. 滞在時間が長くなると、他の展示品から視認性の
良い展示品の存在に気づき、engageしようとする。

3. 展示品のテーマが分類されて配置されている場合
テーマに沿った行動軌跡をとるが、テーマの分類が
明確ではなく配置されている場合、行動軌跡はラン
ダムとなる。

4. 来訪者は、テーマが集合している箇所の展示品に
engageする傾向にあり、視覚的に認知し易く空間
的にまとまっている展示品ほど、その傾向が強くな
る。


